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広告掲載欄

第16回
新川和江賞
～未来をひらく詩のコンクール～

ホームページ

　2 月１１日、市民情報センターで「第１６回新川和江賞 
～未来をひらく詩のコンクール～」の表彰式を行いました。
今年も市内在住・在学の小・中・高校生から、2,109 篇
という多くの応募があり、新川和江賞（最優秀賞）に、中山

　2 月１１日、市民情報センターで「第１６回新川和江賞 
～未来をひらく詩のコンクール～」の表彰式を行いました。
今年も市内在住・在学の小・中・高校生から、2,109 篇
という多くの応募があり、新川和江賞（最優秀賞）に、中山
真希さん（江川南小学校６年）の作品「天国に
行ったひいばあちゃん」が輝き、優秀賞に14人、
優良賞に31人の作品が選ばれました。受賞作
品はホームページからご覧いただけます。

結城市ホームページ
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報
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広報結城への感想・意見をお寄せください
　投稿いただいた方の中から毎月抽選で、記念品
(まゆげったグッズなど)をプレゼントします。 
　投稿フォーム(右のQRコード)から、またははがき
に住所・氏名・電話番号を記載のうえ、秘書課まで 
お送りください。　※電話では受付けできません。 

■ 広報結城　令和６年３月号
発行日／令和６年３月１日
発　行／結城市　編集／総務部秘書課

〈 市の人口／49,851人（男：25,320人、女：24,531人）  21,307世帯（2月1日現在） 〉 

〒307-8501 結城市中央町二丁目3 番地
TEL 0296-32-1111　FAX 0296-54-7009
https://www.city.yuki.lg.jp/

電話受付時間：平日 9:00 ～ 17:30電話受付時間：平日 9 00 17 30

相続相 続
〈ユーシン生活応援プランのご案内〉

地元とともに 心はひとつ 本　　店 ☎（32）2111
南 支 店 ☎（33）3171
城南支店 ☎（33）0811

■しんきん保証基金5商品（リフォームプラン・カーライフプラン・教育プラン・一般個人
　ローン・しんきんカードローン）のインターネットによる申込取扱いを行っています。

■結城信用金庫では、通常毎月第2日曜日の午前中に、全店でお客様のご自宅へお伺いし
て融資のご相談をお受けするサービスを行っております。平日、お仕事等でご来店いた
だけないお客様は、お気軽に下記の店舗までお電話下さい。なお、実施日については、営
業店ごとに異なる場合がありますので、お取引店にお問合せ下さい。

■ご相談内容（個人向けのお客様）お車の購入、教育資金、住宅の新築・改築、住宅ローンの
借り換え等に必要な資金のご相談。

〈休日相談訪問活動のご案内〉

住宅ローン、マイカーローン、、教育ローンはユーシンへ！

結城市公式ＳＮＳ 

みんなの想いを 未来へつなぐ 活力あふれ 文化が薫るまち
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＊ ６－７ページ間に、お知らせ版３月１日号が
　挟まれています。

結城市制施行７０周年
「結城市制施行70周年記念」の冠(冠称)や記念ロゴマークは、
市民の皆さんもご使用いただけます。
申請方法など詳しくは、お知らせ版８ページをご覧ください。
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広報結城 表紙で振り返る
結城市制７０年の歩み
広報結城 表紙で振り返る
結城市制７０年の歩み

「祝 結城市制」

＼市民の皆さんに支えられ、広報結城は通算７５０号！／

昭和29年
(1954年) ３月発行

【第１号】

「天皇皇后両陛下
　    フェンシング会場へ」

「紬のふる里結城まつり」

「天皇皇后両陛下・ベルギー国
　　　 国王王妃両陛下がご来訪」

市制施行70年
(令和6年)

1

昭
和

2

①

「買物は地元で
　　　(歩行者天国)」3

③

「科学万博つくば '85
　　　　　結城市の日」

「大木・新川・多田の
　  　三氏が名誉市民に」4

30 40 50

②

60

④

10 20 30
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⑥⑤ ⑧⑦
結城市制施行
(昭和29年)

平
成

令
和

一町四か村(結城町
・絹川村・上山川村
・山川村・江川村)
が合併して「結城市」
が誕生。旧町村の首
長・議長によるあい
さつなどが掲載され、
「和衷協力が大切だ」
と説きました。

昭和55年
(1980年) 6月発行

【第223号】

駅前通り(北部市街地)
の商店街活性化を目
的として、歩行者天
国にしたお祭りが定
期的に開催されまし
た。表紙は、道路の
真ん中で「はしご乗
り」を披露しています。

平成９年
(1997年) 11月発行

【第433号】

「歴史のまち結城」
を盛り上げようと、
歴代の結城家当主な
どに扮した時代行列
「紬のふる里結城ま
つり」が初開催され、
多くの観光客でにぎ
わいました。

昭和49年
(1974年) 12月発行

【第162号】

市制施行20周年を
迎えたこの年、茨城
国体フェンシング競
技が鬼怒商業高校で
行われ、天皇皇后両
陛下が試合をご覧に
なられました。

昭和60年
(1985年) 8月発行

【第285号】

1985年３月17日から
９月16日まで行われ
たつくば万博。７月
19日には、「結城市の
日」として約1,500人
の市民がかけつけ、
会場を盛り上げまし
た。

平成13年
(2001年) 4月発行

【第475号】

大木庫氏(元市長)、
新川和江氏(詩人)、
多田富雄氏(免疫学者)
の三氏が名誉市民と
なりました。名誉市
民の授与は、昭和32
年(1957年)の斉藤茂
一郎氏(初代結城商工
会議所会頭)以来、
44年ぶりでした。

　毎月、時事の話題やお知らせ情報などをお届けしている広報結城。昭和29年の
創刊以来、毎号にわたり制作から配布まで多くの市民の皆さんに支えられ、この度
通算７５０号を迎えました。 今回は、令和６年３月１５日に迎える「結城市制施行７０周年」
にあわせて、広報結城の表紙から、この７０年間のできごとを振り返ります。

　昭和29年（1954年）3月15日に誕生した結城市は、今年「市制施行70周年」を
迎えます。そして、広報結城も市民の皆さんに支えられ「通算750号」を迎えました。
　今回は、これまで発行した広報結城の表紙から、この70年間のできごとを振り
返ります。

市秘書課 シティプロモーション係　  34-0401問

平成28年
(2016年) 11月発行
【第662号】

2016年10月12日、天皇皇
后両陛下とベルギー国国
王王妃両陛下がご来訪さ
れ、上山川諏訪神社「太々
神楽」や結城紬の実演展示
などをご覧になられました。

anniversary
750th

「東日本大震災」7
平成23年
(2011年) 4月発行

【第595号】

2011年３月11日に
「東日本大震災」が
発生。本市も最大震
度５強の地震にみま
われ、塀や屋根瓦の
崩落、長期間の停電
・断水など、大きな
被害を受けました。

� �広報結城 2024・3広報結城 2021・11広報結城 2024・3



市民の皆さんと
一緒にお祝い
したいった！

● 募集内容　ともに市内で撮影されたものに限ります。撮影時期は問いません。

● 応募規約　

応募いただいた写真は 「市制施行70周年特設サイト」 や市公式SNSなどで
ご紹介します。また、応募者には記念品を差し上げます。応募規約など
詳しくは、市ホームページをご確認ください。

昔懐かしい風景や記憶に残る景色など、思い出
の写真をお送りください。

● 応募・問合先
市秘書課
シティプロモーション係
　34-0401

「これまでの７０年」(思い出の写真)

テーマ❶

まち並みや田園風景、伝統行事やイベントなど、未来に
残したい結城の風景・様子の写真をお送りください。

「これからの７０年」(未来に残したい風景)

テーマ❷

● 応募方法
データの場合：市ホームページ内の応募フォームから
印刷物の場合：郵送（写真の返却不可）
 窓口持参（希望により写真の返却可能） ホームページ

●応募写真は、被写体（人物など）の使用許諾が得られているものとします。
●応募写真は、広報などの市業務において使用することがあります。
●応募回数に制限はありませんが、特設サイトおよび市公式SNSへの掲載数などは限る場合があります。
※上記以外の詳しい応募規約については、市ホームページをご確認ください。

これま
での70

年

これから
の70年

写真を募集します写真を募集します写真を募集します写真を募集します

　「詩」から「俳句」へ。本市名
誉市民の詩人・新川和江さんは、
９４歳になられた現在も尽きぬ
創作意欲のもと、俳句という新たな
世界の探求を続けられています。 
　今回、市制施行７０周年にあわ
せたメッセージとして、「春」を
テーマにした俳句を特別寄稿し
ていただきました。( 俳句は生涯
初披露となります )
　 「日常の風景にこそ、明日への
希望が満ちている」。豊かな市民
生活と本市のさらなる発展へ想
いを込めた、新川さんの作品を
お届けします。

　「詩」から「俳句」へ。本市名
誉市民の詩人・新川和江さんは、
９４歳になられた現在も尽きぬ
創作意欲のもと、俳句という新たな
世界の探求を続けられています。 
　今回、市制施行７０周年にあわ
せたメッセージとして、「春」を
テーマにした俳句を特別寄稿し
ていただきました。( 俳句は生涯
初披露となります )
　 「日常の風景にこそ、明日への
希望が満ちている」。豊かな市民
生活と本市のさらなる発展へ想
いを込めた、新川さんの作品を
お届けします。

＊この写真は2009年(平成21年)に撮影したものです。

詩人・新川和江詩人・新川和江詩人・新川和江
市制施行７０周年
特別寄稿

市制施行７０周年
特別寄稿
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小山店
小山市城山町３丁目３番２２号
　　　　　　    VAL小山３階 AM10：00～PM8：00 営業時間

℡ 0285-30-0529
留袖・訪問着レンタル5.5万円 振袖レンタル常時200枚以上展示
きもの丸洗い3,080円～ 水・土きもの丸洗い特別価格

きもの着方教室生徒募集中。ご来店お待ち申し上げております 

小山店の
案内は
こちらから

振袖なら
振袖専門店の
いつ和にお任せ

ご来店
ご予約は
こちらから

連
載

　幕末の騒乱後、新しい時代を迎えた日本。武士たちは、
大名は華族、藩士は士族という身分になり、明治２(1869)年
の「版籍奉還」により旧藩主は藩知事となり、結城藩で
は最後の藩主である水野勝寛 (禊之助 )が務めます。
その後、明治４(1871) 年の「廃藩置県」によって結城藩
は「結城県」となり、170年に及んだ結城水野藩によ
る統治は終焉を迎えました。

　勝寛は明治６(1873) 年に18歳で亡くなり、家督は紀
伊新宮水野家の水野忠愛が継ぎ、明治17(1884)年に
は子爵に列しました。忠愛の死後、紀伊新宮藩主の水
野忠幹・五男の直が子爵位を継ぎます。直は、陸軍政
務次官を務め、また貴族院議員の子爵互選に４回も当選し、
院内会派の研究会の幹部として活躍しました。

　直は、結城家が残したと伝わる埋蔵金を探すため、
結城城跡の発掘を行います。残念ながら埋蔵金は見つ
かりませんでしたが、現地に「みかつき橋」という石造り
の橋を建てました。直は昭和４(1929)年、50歳で急死
します。家督は長男の勝邦が爵位を継承しました。
勝邦は外務省調査員や貴族院議員、大学教授として活
躍し、生涯をとおして中国に関する研究を行いました。

　水野家の歴史と伝統は、子孫たちによって継承され、
武家の名門として今も残ります。

 かつひろ  けいのすけ

 ただよし

 ししゃく

 ただもと なおし

かつくに

城跡歴史公園の南側に現存する「みかつき橋」

【広報結城２月号の訂正】

画像の紹介文にて、以下
の誤表記がありました。
お詫びして訂正いたします。

　　  誤　考顕寺
　　  正　孝顕寺

Let’s  go  to  THE  library

石島建設プラネットホール
・ゆうき図書館      34-0150

ホームページ X(旧ツイッター)

　花屋さんで見かける花や葉、実など
327種について、出回り時期から花もち、
花の扱い方など細かく紹介されていま
す。花をお部屋に飾るときや、プレゼン
トするときなどぜひ参考にしてみてはい
かがでしょう。

１階イベント棚

花屋さんに並ぶ植物がよくわかる
「花」の便利帖　

「春が来た」 から

　爽やかな春風に誘われ、お気に入り
の装いで、女の子がひとり散歩に出か
けます。行く先々で出会う、花や虫た
ちに心躍らせ、春の訪れを心から楽し
む姿がほのぼのと描かれています。
春を探しに、外にお出かけしたくなる
絵本。一足早い春を感じてください。

えがしら みちこ/作 【講談社】

深野  俊幸/監修 【ＫＡＤＯＫＡＷＡ】

２ 階イベント棚

はるかぜさんぽ

「花のある生活」から

　過剰な農薬散布や殺虫剤の使用が
もたらす環境の激変によって、世界で
は実に５０万種もの昆虫が絶滅の危機
にあるそうです。「昆虫が消滅したら人
類の文明はどのくらい持ちこたえられる
だろうか？」冒頭の一文が、人類に忍び
寄る静かなる危機を知らせています。

オリヴァー・ミルマン/著【早川書房】

新着図書から ❶

昆虫絶滅

　ＪＡ全農広報部のX（ツイッター）の
呼びかけで集まったアイデアレシピ
の数々が紹介されています。 「この食
材にこんな食べ方が？」と驚いてしま
うかも。この春からは、新しいレシピ
に挑戦してみてはいかがでしょう。

新着図書から ❷

ＪＡ全農広報部さんが集めた
みんなのおいしい食べ方帖

図書館へ行こう
〈 ゆうき図書館注目の図書を紹介します 〉

 市生涯学習課  文化係　　  32-1931問

－結城を治めた、二つの水野家－－結城を治めた、二つの水野家－
水野家物語水野家物語

維新後の水野家最終回

市介護福祉課
　　 長寿支援係　
　　 45-6672

お尻を浮かす運動

1日1回は

カラダを動か
し

ましょう！
問息は止めずに、体調に合わせて行い

ましょう。   腰痛や肩痛のある方は
無理をしないでください。

❶ 指を組んで腕を伸ばす。
❷ 体を前に倒して重心を前
　方に移し、お尻を少し持ち
　上げる。
❸手の方向を見ながら、
　５～６秒キープする。

下肢の筋力強化
 バランスの強化

毎日カラダを動かし健康維持
シルバーリハビリ体操

僧帽筋のストレッチ

❶ ひじが上下に重なるように
　  両肩をつかむ。

　❷そのまま腕を上下に
　　動かす。

肩痛、肩こり予防

イスを使った体
操

※完全に立ち上がる
　必要はありません。

※痛みがあったり動かしにく
い腕を上側にすると、持ち上
げやすくなります。

結城市長
小 林 　 栄

「市制施行７０周年」
　結城市は昭和２９（１９５４）年３月１５日、結城町、絹川村、江川村、上山川
村、山川村の一町四村の合併により県内６番目の市（下館市と同日）として
誕生しました。この日は市制施行の記念式典と功労者への表彰式が行われ、
市制実現を喜ぶ市民で賑わう大通りを、結城市誕生の看板をつけた山車が
練り歩き、駅前のロータリーには色とりどりの万国旗が張りめぐらされたそう
です。
　本年は、それから７０年の節目の年になります。先人たちが築いてきた
歴史や文化に思いを馳せるとともに、未来につながる記念の年となるよう、
各種イベントに加え、式典なども計画してまいります。
　結城市が今後１００周年、２００周年を迎えられるよう、次世代に残すべき
大切な財産を絶やすことなく、また変化が必要な部分は大胆に改革を行い、
市民の皆さまの笑顔と元気があふれる結城市を目指して、引き続き市政運営
に邁進してまいります。

市長室
より

ＪＡ全農広報部／山口 祐加/監修【玄光社】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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春休み短期水泳教室受付中

8：30

9：45

4才～小学生

5才～中学生

5,500円

9,500円
3/25（月）～27（水）
3/25（月）～29（金）

期　　　　間 対　象 受 講 料時間

～

3/15（金）まで1000円キャッシュバック！！

コース

3日間
5日間

親子 幼園児 小中学生 大人のクラス
無料体験　受付中

スイミングスイミング習い事No.1は

ささはら水泳塾
日本皆泳協会

Nihon Kaie i  K yok a i

Since  2011

TEL  0296（33）1521

一般社団法人

入会金
無料

（通常6,000円）

水泳バック
プレゼント
（通常2,200円）

の入会キャンペーンの入会キャンペーンの入会キャンペーンの入会キャンペーン春

社会医療法人社団　同樹会

結 城 病 院
TEL：0 2 9 6 - 3 3 - 4 1 6 1
FAX：0 2 9 6 - 3 4 - 8 0 0 8

理事長・院長 大 木 準
知識と技術をもって治療し心をもって癒す

ゆいトピ
YUKI  TOPICS

市内の出来事や話題などをご紹介します。

2月上旬、久 に々まとまっ
た雪が降り、市内もすっ
かり雪化粧に。公園には
大小さまざまな雪だるま
の姿が。 つかの間の雪遊
びを楽しんだなごりが垣
間見えました♪

今月の１枚
～公式インスタグラムより～

#結城散歩　#enjoy_yuki

現地の被災状況の様子 ふるさと納税を利用 した代理寄付はこちら 

ふるさと納税を利用
した代理寄附はこちら 

岩﨑 勤さん(とまとやIWASAKI)

教育振興に寄附

　市内で農業を営む岩﨑勤さん(とまとやIWASAKI)
から市へ、教育振興のための寄附をいただきました。

株式会社Y・C・P、株式会社オーチュー

企業版ふるさと納税により巡回バスデザインを一新

　本市「企業版ふるさと納税」に寄附いただき、
市内巡回バスの車両購入と車体ラッピングに活用し
ました。新たなデザインの車両は、順次運行を開始
しています。買い物や通院などの移動手段の一つと
して、ぜひご利用ください。

令和６年能登半島地震の被災地に本市職員を派遣

　市役所本庁舎や各出張所などの公共施設に、
募金箱 (送付先：日本赤十字社）を設置していま
す。また、ふるさと納税制度を利用した代理寄附
(寄附先：石川県輪島市） を行っています。皆さん
の温かいご支援をお願いします。

　元日に発生した ｢令和６年能登半島地震」に対する災害支援とし
て、茨城県からの要請により、本市職員４人（２月15日現在）を被
災地へ派遣しました。 派遣先となった石川県能登町では、県や県
内他自治体の職員とともに、避難所の運営支援や罹災証明書の発
行支援などを行いました。 
　今後も被災地の支援のため、市としてできる限りの協力をしてい
きます。

祝 百寿 

小川 　三郎さん 

元日に発生した「令和６年能登半島地震」に対する
災害支援として、茨城県からの要請に基づき、本
市職員４人 (２月15日現在 )を被災地へ派遣しまし
た。 派遣先となった石川県能登町では、県や県内
他自治体の職員らとともに、避難所の運営支援や
罹災証明書の発行支援などを行いました。 今後も派
遣要請に基づきながら、本市職員の派遣を実施し
ていきます。

増田  　子さん 

おめでとうございます。 
いつまでも健やかにお過ごしください。

災害義援金の受付(募金箱・ふるさと納税)

支援業務の様子 

池内     子さん 

県市長会  民間自治功労者表彰   長須 秀雄さん

伝統文化の保存継承に貢献し表彰 

　結城ぎおんばやし(小田林本田寺内お囃子保存会)
会長のほか、結城市おはやし保存連合会会長を長年
にわたり務め、地域活性化や後進の指導・育成などに貢
献された功績により、茨城県市長会から表彰されました。 

茨城県統計協会総裁表彰　中条 美智子さん

統計調査に貢献し表彰 

　本市統計調査員を長年にわたり務め、統計行政
の推進に貢献された功績により、茨城県統計協会
から表彰されました。 
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　地域の皆さんが安心して暮らせる
よう、厚生労働大臣から委嘱を受け
て活動する「地域福祉を担うボラ
ンティア」です。
　皆さんからの相談の解決にあたり、
専門機関や福祉サービスなどを紹介
し、行政とのパイプ役や調整役を務
めています。 
　また、すべての民生委員は児童委
員を兼ねており、子どもに関する相談

支援活動も行います。主任児童委員
は、主に子どもに関する支援活動を
行います。

氏 名 担当区域 氏 名 担当区域

 市社会福祉課 企画管理係  　34-0416問

支えあう   住み良い社会を
地域で紡ぐ   上山川 

上山川地区

あなたの身近な相談
員

民生委員
児童委員
̶
 よろしくお願いします   ̶

栗 原　隆 雄 

吉 田　智 男 

太田 美恵子

小島 謙治郎 

渡 邉　惠 一 

小貫 由美子 

小堀　　貢 

矢畑･西坪･芝良前

片蓋･皿窪 

東坪･中坪･北坪・古山・瓦塚 

河岸･追立･南宿  

馬場･先城谷･平間･我里内 

芝崎･原･前法内 

上山川地区主任児童委員 

代表

☎

yuu-yoshida

ゆうけんちくじむしょ

結建築事務所
吉田　結

090-4834-9982 0296-32-0967

結城市新福寺2丁目21番地1
ウエルシア新福寺店西隣り

■見積り無料
■住まいのリフォーム・小さなことでもご相談ください

リフォームから新築まで

　生活の一部であるＳＮＳ。 ＳＮＳとは、ソーシャル・ネッ
トワーキング・サービスの略のことで、その名の通り、ウェ
ブ上で社会的なネットワークを作り出せるサービスのこと
である。 

　最近では、ＳＮＳを使った犯罪やいじめなど
を、テレビのニュースで見ることが多い。その中
で特に心に残っているのは、一方的に悪口を言
われて傷ついている人がいることや間違ったこ
と、ミスの場面をＳＮＳにあげて、それが多くの
人に伝わってしまうことがあることだ。とても悲
しく思う。人は、ロボットではない。ミスもするし、
人はみんな同じ考えをもつ人ばかりではない。
ＳＮＳを使って人をたたく行いはよくない。人に
は、守られる権利があるのではないだろうか。 

　私の通う小学校では、ＳＮＳについて親子で話し合う
機会が設けられている。お母さんは、「私の小さい頃は、
携帯電話を持っていたのは、高校生になってからだよ。」
と小学生が携帯電話を持っていることにおどろいている。
小学生のうちから携帯電話やタブレットを持ちはじめると、

慣れることも早く、ＳＮＳにも抵抗感なく使用できてしまう
と思う。ただ、使用する場合には、善いこと悪いことの
判断をしなければならない。 

　ＳＮＳを使ったコミュニケーションは、顔が見
られない分、言葉に気を付けないと人を傷つけ
てしまう可能性がある。普段の学校生活では、
みんなが気持ちよく過ごせるように思いやりの心
を大切にしながら生活している。だから、ＳＮＳ
でコミュニケーションをとる場合には、もっともっ
と思いやりの気持ちが必要になってくる。普段の
会話は、残らないが、ＳＮＳによる会話は、画面
上に残ってしまう。ＳＮＳを利用するならば、これ
らのこのことをよく考えて、使用していこうと思う。 

　私は、来年中学生になる。中学生になったら新しい友
達が増え、ＳＮＳを見ることも増えるだろう。人を傷つける
使い方は、絶対にしないと決めている。どんな時でも、
思いやりをもってみんなに接し、楽しく生活していきたいと
思う。 

上山川小学校 ６年　岩岡  花奏さんＳＮＳを考える

　市生涯学習課 生涯学習係 　32-1899問

（令和５年度 人権作文代表作品）

～「令和 6年度かんきょうカレンダー」を配布しました ～
　種類ごとの排出日や排出
ルールなど、大切な情報を掲
載しています。
　表と裏の内容を必ず確認し
て、正しい分別排出にご協力
ください。

ユウキ エコアクション 

正しい分別で、もっとキレイな結城市へ！

市生活環境課  生活環境係　  34-0370問

＊市ホームページからも 
   ダウンロードできます。

ごみの出し方の注意

※収集時間はその日の収集状況
　により変更になることがあります。

肥料袋、白色系の袋、米袋、などは、
ごみ袋として使用できません。

● ごみ袋は 透明 か 半透明 の袋を
　使用してください。 

● ごみや資源物は、必ず午前８時 
　までに出してください。

山のぼり（筑波山）

市介護福祉課 地域ケア推進係 34-0324
市社会福祉協議会 33-0225

　地域で暮らす全ての方に共通する「食と地域づくり」ついて情
報交換をしようと、普段は各々の小学校区で活動している９つの第
２層協議体のメンバーが一同に会した交流会を開催しました。 
　当日は、（株）ＴＭＯ結城が展開する「結いベジ・ゴーフレット」
をはじめ、本市や栃木県の特産物の試食、市内に新しくオープン
した施設「蔵カフェ」による喫茶サービスなどを実施。グループワー
クでは、自分たちのルーツとなる「食」の思い出や、地域の関係
づくりにどのように生かせるかなどを語り合い、楽しい時間を共有
しながら有意義な交流ができました。

～地域福祉を担う第２層協議体～助け合う。支え合う。
～市内の第２層協議体が一同に！～

交流会 を開きました

問


